
開発者の

ひとこと

ガスタービン動翼など高温で使われる部品には、ニッケル基超合金等の非常に硬い材料が使用
されています。普通の材料であれば、使用履歴に応じた劣化が見られますが、超合金は劣化の
兆候がほとんど見られず、劣化状態の診断が困難でした。
そこで今回、材料の結晶内のひずみを測定することで、ガスタービン動翼等の劣化状態を診断
する技術を開発しました。

従来法ではわからない、材料の劣化（寿命）を診断できます。
破面からはわからない、破損原因が診断できます。
見た目ではわからない、材料の変形や損傷を検出できます。

ガスタービン動翼の劣化診断（寿命評価）
ガスタービン動翼の破損原因診断
材料の変形、損傷状態診断

この方法にたどり着くまでに５年、様々な劣化データや破損データを集め、
実用できることがわかるまで更に５年かかりました。
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結晶方位解析による劣化診断

結晶内のひずみから、
劣化状態を診断します

500µm

35.00µm＝35steps
Boundary levels 15.0°
IPF Map［001］

金属表面への
電子線照射

試料断面電子顕微鏡

菊池パターン
（電子線の波紋）

結晶方位
（結晶格子の向き）

粒内方位差マップ
使用前 寿命22% 寿命45% 寿命99%
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小 大

結晶格子の向き

対応

多量点
測定

クリープ寿命を約20％消費したころから、応力集中部に結晶方位の乱れ（結晶内のひずみ）が認められる。
※クリープ…荷重が小さくても、高温で徐々に変形（劣化）する現象

切欠き 結晶内のひずみ き裂

荷重方向

電子顕微鏡内で、ある条件でサンプルに
電子を照射すると、電子線の波紋が発生し、
材料の結晶方位を判定できる

試験片（830℃） 観察領域
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